
令和6年3月7日

○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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＜取組＞
〇体力テストの体力合計点の平均が、
本校６年生の男子が５８．７、大田区が
５８．６、東京都が５８．９、全国が６１．
５であった。本校女子が６１．３、大田
区が５９．９、東京都が５９．６、全国が
６２．１であった。
　男子は大田区の平均より０．１ポイン
ト高く、女子は大田区の平均より１．３
ポイント高く、東京都の平均より１．７ポ
イント高い。
〇９月から、朝遊びの時間を新設し、
校庭で体を動かす時間を設けた。
〇「持久走タイム」に合わせて11/21～
12/21の期間に自主練タイムを朝
（8:05～8:15）と放課後（15:05～15:45）
を設け、体力向上を図った。自主的に
走る児童が増えた。
＜改善案＞
〇一校一取組、一学級一実践の年間
計画を作成するなどし、より創意工夫
を凝らした取組を推進していく。

0

保護者アンケートで、
「楽しく分かりやすい授
業を行っているか」と肯
定的に回答した保護者
の割合

体力テスト（東京都児
童・生徒体力運動能
力、生活運動習慣等調
査）の体力合計点にお
いて、

　　　区の目標値
　男子：６０．６２
　女子：６１．６８

Ａ

0

児童アンケートで、「学
習が楽しい」の肯定的
な回答の割合（４段階上
位２位までの割合）

0
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目標に対する成果指標
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学校関係者記入欄
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令和５年度　大田区立東蒲小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。
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〇本校の規模　　全８学級　児童数：２２２名（５月１１日現在）　教員数：１６名　サポートルーム拠点校、巡回指導教員２名
〇本校の教育目標　①友達を大切にする子ども　②運動で体をきたえる子ども　③本気で学ぶ子ども　④よく聞き話せる子ども
〇校内研究　研究主題　「粘り強く課題に向き合い、自ら考える子ども　～ＩＣＴ機器の活用を通して～」

児童アンケートで、「自
分にはよいところがあ
る」と肯定的に回答した
割合（４段階上位２位ま
での割合）

0

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。
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学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを
作ります。

4
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保護者アンケートで、
「地域と協力した取組を
している」と肯定的に回
答した保護者の割合

0

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

＜取組＞
〇保護者アンケートで、「地域と協力し
た取組をしている」で、『とてもしてい
る』が47.7％、『していると思う』が
49.5％で、肯定的回答は97.2%だった。
〇学校ホームページを毎日更新し、積
極的に情報を発信した。保護者アン
ケートにおいて、「各教育活動や児童
の活動などの情報（学校だより、学年
だより、ホームページなど）を発信して
いる」の質問に、肯定的回答は98.2%と
高評価を得た。
〇チラシ類の配布を９月から紙から電
子化し、まなびポケットや学校ホーム
ページに掲載した。放課後ひろば、区
立蒲田図書館などの外部機関のお知
らせも学校ホームページに掲載し、見
やすく一元化した。
〇サマースクールでは、　講座を開設
し、夏季休業日中に児童の多様な体
験につながるようにした。
＜改善案＞
〇コミュニティースクールへ向けた準
備を行う。
〇学校支援地域本部との連携を一層
強め、コーディネーターによる地域力を
生かした活動を推進する。

・地域教育連絡協議会では学校公開に合わせて開催されるの
で、児童の様子も見られ、学校からも情報を聞くことができ、とて
も良いと思う。それと登校できていない児童の数や様子など、で
きる範囲で情報提供してほしい。

・風通しの良い校風であると評価する。また、区立蒲田図書館と
の連携も取れている。学校支援地域本部の取り組みに関して
は、今後の動向に注目したい。

・区立蒲田図書館との連携がとてもよくできていると感じている。

・東蒲の輪に実際に参加させていただき、学校、家庭、地域が
一丸となり東蒲小学校を盛り上げていると感じた。子どもたちが
とても楽しそうにしていたのが印象的だった。

・学校ホームページを毎日更新しているとのこと、大変だとは思
いますが、保護者の皆様にとってはうれしいものですね。どうか
情報共有よろしくお願い致します。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

４：
90％
以上

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

3

３：
80％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

学校支援地域本部の募集を家庭・地域に
向けて行い、人材確保に努める。コミュニ
ティ・スクール化に向けての準備を進める。

2

3

２：
70％
以上

１：
70％
以下

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。
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Ｂ

朝学習や朝読書の時間を２学期から新設
し、計算力や漢字、語彙力の向上及び読書
習慣の確立を図る。

１：
70％
以下

4

Ｄ

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

3

4

Ａ

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

自己肯定感を高めるよう、教育活動の様々
な場面で子どもが「自己決定」「自己調整」
を行う場面を設定する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

教職員がそれぞれのキャリアプランを基に
ライフワークバランスを考え、向上心をもち
ながら職務を遂行する。

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

一校一取組、一学級一実践を推奨し、創意
工夫を凝らした取組を推進する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

・日頃の全教員による指導の成果がアンケート結果に表れてい
ると評価する。学習が楽しいと思う児童がとても多く、家庭学習
につながると思う。学力向上に期待する。

・学習に前向きで自ら進む姿勢がある。
・教師に依る指導の成果と考える。
・何時の時代も読書の習慣の重要性を更に求めたい。

・放課後ひろばでも「読み聞かせ」のイベントを行うと好評で積極
的に参加している。また、日頃の様子を見ていても、読書を好み
集中して読んでいる姿がみられる。

・算数少人数で学習しているほかに放課後に平日補習教室を
109回も行っていることで学習に取り組ませることができたことは
大変素晴らしく思う。

＜取組＞
〇児童ｱﾝｹｰﾄでは、「学習」が『楽し
い』『まあまあ楽しい』と回答した５６年
が95.5％、３４年は97.0％、１２年は
100％であった。これは、全教員が児
童一人一人と向き合い、支援した結果
であるといえる。
〇２学期から朝学習や朝読書の時間
を新設した。これは個別最適な学習に
主体的に取り組ませることに有効で
あったと考える。
〇算数少人数担当と学習補助員で、
放課後に平日補習教室を年間109回
実施した。その結果、学習に遅れがち
な児童の算数の学力を保障した。
〇授業改善推進プランを８月に作成
し、９～11月に毎週週案にプランを記
載し、検証した。その結果を１月にまと
め、改訂版授業改善推進プランを作成
し、学校ホームページへ掲載した。
〇11月の中休みに教職員14名による
読み聞かせを実施し、児童の読書へ
の興味・感心を高めた。
＜改善案＞
〇個別の学習の支援を充実する。教
員の授業の中での支援の充実や学習
補助員の関わり方を充実させる。
〇コロナ禍で３年間途絶えていた図書
ボランティアの読み聞かせを復活させ
る。
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0

Ａ
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0

Ｃ

Ｄ

12
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１：
70％
以下

・当件に関しては教師の誠心誠意に取り組む姿勢と行動を見る
ことができる。しかしながら、圧倒的に指導する教員数の少なさ
があると指摘したい。取り組みたくとも時間の取れない現実もあ
るように思料する。

・入学当初、６年生が１年生のお世話係をしていたり、音楽発表
会では４年生と５年生の合同発表をしていたりと、上下のつなが
りを大切にしていることが感じられる。

・なぜ成果評価が「２」なのかが分からない。したがって不可能
の「Ｄ」をつけた。

・「早寝早起き」に関しては、児童の保護者にこそ指導が必要
で、デジタルデトックスを親子ともに感じる。一校一取組も着々と
進める必要を感じる。

・11～12月にかけて持久走の自主練タイムを設けていて、放課
後ひろばの子どもたちも多く参加していた。運動習慣が身につ
いていると感じた。

・区の目標をこえる体力テストの結果など、外遊びを通して体力
向上は望ましいと思う。

・引き続き教職員間で児童の情報共有に努めてほしい。日々の
学校生活の中、教員自身の持つ悩みなどをしっかり聞くなど、心
身ともに先生方の健康にも配慮していただき、健全な職場環境
に努めてほしい。

・授業公開に参加するが、概ね授業に反映されている。ライフ
ワークバランスに関しては、やはり教員不足の面があると考え
る。

・学校の授業で習ったことを放課後ひろばで取り組む様子を見
て子どもたちが楽しく授業に参加していると感じられる。最近で
すと昔遊び（あやとり、こま、けん玉等）や大繩をしてよく遊んで
いる。

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

＜取組＞
〇児童ｱﾝｹｰﾄでは、「自分にはよいと
ころがある」と答えた５年生が48.2％、
６年生が85.7％であった。４５６年生は
65.7％、１２３年生では87.2％であっ
た。
　これは、コロナ禍の影響が大きいと
考える。自己の能力を発揮し、向上
し、挑戦する体験の少なさといえる。６
年生が高いのは、朝礼時のスピーチ
であったり、たてわり班の班長、委員
会活動の委員長、クラブ活動のクラブ
長といった活動の機会があったからと
思う。
〇校内教育支援センター「ぽかぽか
ルーム」を１学期に整備し、登校支援
員を配置した。その結果、登校日数が
増えたり、オンラインでつながったりし
た。
＜改善案＞
〇各学年、クラスにおいて、さらに自
己肯定感を高めるよう、教育活動の
様々な場面で子どもが「自己決定」「自
己調整」を行う場面を設定する。

4

4

4

4

＜取組＞
〇保護者アンケートで、「楽しく分かり
やすい授業を行っているか」の質問
に、『とても思っている』は40.2％、
『思っている』は58.9％であった。合計
で99.1％が肯定的に捉えている。ご指
摘いただいた事項を改善へつなげて
きた。
〇研究発表会等に参加した教員は、
職員夕会等で還元研修を必ず実施す
るようにして、情報を学校全体で共有
した。
〇定期の校内委員会のみならず臨時
校内委員会を５回実施し、児童の情報
を積極的に共有した。
＜改善案＞
〇各取組を確実に行う。

３：
70％
以上

２：
60％
以上

１：
60％
以下

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

５・６年生のアンケート
で、「コンピュータやイン
ターネットなどを活用し
て、情報を収集して自
分の考えをまとめたり、
発表したりすることがで
きる」と回答した児童の
割合

４：
80％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。 3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

 ・コンピューターやインターネットを活用して情報収集する時の
注意点（デメリットなど）をしっかり理解させてほしい。これらの情
報を裏付ける文献、図書の活用もできるよう指導してほしい。

・ネイティブに近い発音ができる児童も散見する。特に「ものづく
り」という創造する能力に秀でていると考える。実践する力量を
有する。休み時間の運動及び始業前のランニングの効果が出
ているとみられる。タイピングは向上している。

・放課後ひろばでも積極的にクロームブックを使用して学習に励
んでいる。低学年のうちからコンピュータやインターネットを活用
できる今の子どもたちは恵まれていると感じる。

 ・授業を参観させていただき、タブレットを有効に使用されてい
ると思い、低学年もICTを上手に使い楽しそうにされていた。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3 ３：
70％
以上

Ｂ 0

Ｃ 0
体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

4 １：
60％
以下

Ｄ 0子どもが情報活用能力の向上を図るため
に、タイピング技能の向上や情報モラル教
育を推進する。

4

4

＜取組＞
〇児童ｱﾝｹｰﾄでは、「コンピュータやイ
ンターネットなどを活用して、情報を収
集して自分の考えをまとめたり、発表
したりすること」が『好き』『まあまあ好
き』と回答した５６年が80.6％、３４年は
86.5％、１２年は92.3％であった。日頃
の授業で積極的にICTを活用し、児童
に学習でICTを使う楽しさや便利さが
浸透してきている。
〇授業でタブレット端末を月に１０日以
上ログインし使用した教員は70％以上
であるが、児童がタブレット端末を使
用した授業は、ほぼ毎日であった。
〇体力向上については、朝夕の「マラ
ソン自主練習」や週１回の休み時間の
「マラソンタイム」や各学級の「一学級
一実践」を行った。
〇日頃の取組が評価され、学校情報
化優良校へ応募し、2023学校情報化
優良校に認定された。（2023.9.14～
2026.3.31）
〇大田区ICT教育推進専門員を講師
に招き、校内研究の副主題を「ICT機
器活用を通して」として、全校で取り組
んだ。
＜改善案＞
〇論理的、科学的な思考力の育成に
ついては、「おおたの未来づくり科」の
指導計画作成、授業づくりを通して、
創造的な資質・能力を育成する。
〇ＩＣＴ機器を活用した授業について
は、より効果的なICTの使用法を研究
し、ICT活用を日常化していく。OJTな
どで共有していく。
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